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【島岡　宏明議員】【鈴木　一彦議員】【栁澤　明議員】【勝田　達也議員】【吉田　千鶴子議員】

第
２
回
議
会
報
告
会
を
、
11
月
10
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
　
土
浦
市
民
会
館 

小
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。

     

　
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　  

　
掲
載
し
ま
す
。
）

●議会報告会の開催について　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　１
●平成３０年第２回定例会の結果　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　２
●副議長就任あいさつ　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　２
●永年勤続議員表彰　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　２
●一般質問　
　　久松　猛・平石勝司・下村壽郎　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　 ３
　　吉田千鶴子・勝田達也・福田一夫　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　 ４
　　鈴木一彦・島岡宏明・井上圭一　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　 ５
●議会報告会の結果について　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　６，７
●常任委員会の審査報告　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　８
●議会内人事　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　８
●第３回（９月）定例会日程　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　８
●編集後記　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　８
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＜インターネットで市議会の模様が見られます＞
　土浦市のホームページから「土浦市議会」→「本会議録画配信」
を選択してください。

＜議会の会議録は次の施設で閲覧できます＞
〇土浦市立図書館　　　〇各中学校区の地区公民館
〇支所・出張所（南・上大津・都和・神立・新治）
※最新となる会議録（Ｈ30第２回）は、８月下旬に閲覧可能となります。

Tsuchiura City Assembly News

市議会の模様は、土浦ケーブルテレビで
議会初日翌週の月曜日から、

午後10時～11時まで午後10時～11時まで
順次放送予定です。

第２回
議会報告会
開催の
お知らせ！

第２回
議会報告会
開催の
お知らせ！

平成３０年度土浦市議会報告会を開催しました。平平平平平平成成成成成３３３３３３００００年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。年度土浦市議会報告会を開催しました。平成３０年度土浦市議会報告会を開催しました。

二中地区公民館 六中地区公民館

　５月９日（水）二中地区公民館、５月１０日（木）六中地区公民館で、平成３０年度土浦市議会報告会を開催
しました。報告内容については以下のとおりです。
　二中地区公民館には１７名、六中地区公民館には５０名の合計６７名の市民の皆さんに参加していただき、各
常任委員会からの報告と意見交換を行い、様々な意見が寄せられました。（詳しくは６～７頁に掲載）

【
総
務
市
民
委
員
会
】

　
　
　
　
　（
報
告
者
）

島
岡
　
宏
明 

議
員
（
二
中
・
六
中
）

（
報
告
項
目
）

１
　
平
成
30
年
度
土
浦
市
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

２
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
関
連
事
業
に
つ
い
て

３
　
ふ
る
さ
と
土
浦
応
援
寄
付
事
業
に
つ
い
て

４
　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
に

　
　
つ
い
て

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

　
　
　
　
　（
報
告
者
）　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
一
彦 
議
員
（
二
中
）　
　
　  

栁
澤
　
　
明 

議
員
（
六
中
）　
　
　

（
報
告
項
目
）

１
　
受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

２
　
虫
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

３
　
Ｊ：Ｃ
Ｏ
Ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム
土
浦
の
屋
根
設
置

　
　
の
検
討
に
つ
い
て

４
　
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
委
員
会
】

　
　
　
　
　（
報
告
者
）

勝
田
　
達
也 

議
員
（
二
中
）　
　
　

吉
田
千
鶴
子 

議
員
（
六
中
）　
　
　

  （
報
告
項
目
）

１
　
土
浦
港
周
辺
広
域
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

２
　
神
立
駅
西
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

　
　
い
て

３
　
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ｆ-

B
i
Z
に

　
　
つ
い
て
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＜第２回＞
定例会で
決まったこと

　
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
５
日
か
ら
19
日
ま

で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
土
浦
市
行
政
組
織
条
例
等

の
一
部
改
正
や
平
成
30
年
度

の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

16
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
市

議
で
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
が
原
案
可

決
・
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
日
〜
12
日
の
２
日
間
で
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
人

の
議
員
が
市
執
行
部
に
対
し
、

市
政
一
般
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
３
頁

か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
19
日
の
最
終
日
に
は
、
土

浦
市
教
育
委
員
会
の
選
任
の

同
意
に
つ
い
て
審
議
し
、
同

意
し
ま
し
た
。

〇
土
浦
市
教
育
委
員
会
委
員

　
　鈴
　木
　敏
　之
　氏

　
ま
た
、
川
原
場
副
議
長
か

ら
辞
任
届
が
提
出
さ
れ
、
副

議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

し
い
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し

た
。

〇
副
議
長

　
　福
　田
　一
　夫 

議
員

16
の
議
案
を
可
決
・

同
意

一
般
質
問
に
は
９
人

が
登
壇

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

【
議
員
在
職
40
年
】　
全
国
・
茨
城
県
　
　
松
本
　
　
茂
男

【
議
員
在
職
35
年
】　
全
国
・
茨
城
県
　
　
久
松
　
　
　
猛

【
議
員
在
職
15
年
】　
全
国
・
茨
城
県
　
　
川
原
場
　
明
朗

【
議
員
在
職
15
年
】　
全
国
・
茨
城
県
　
　
海
老
原
　
一
郎【左から】川原場明朗議員、久松　 猛議員、

　　　　　松本 茂男議員、海老原 一郎議員

副
議
長
　
福
田
　
一
夫

　
こ
の
た
び
６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
議
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
議
長
を
支
え
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
土
浦
市
議
会
で
は
、
毎
年
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、
４
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

多
く
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、

開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
浦
市
は
、
市
庁
舎
移
転
か
ら
間
も
な
く
３
年
を
迎
え
、
図
書
館
も
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。
消
防
庁
舎
や
市
営
斎
場
な
ど
の
大
型
事
業
の
検
証
を
し
、
新
た
な
土
浦
市
の
姿
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
終
日
に
、教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
を
同

意
、新
副
議
長
が
決
定

　全国市議会議長会、茨城県市議会議長会より、永年在職
議員として４名の議員が表彰されました。

永年在職議員表彰

議案等議決結果
議案番号等 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

会期の件 30. 6. 5 30. 6. 5 原案可決

報告第 5 号 専決処分の承認について
（土浦市税条例の一部改正について） 30. 6. 5 30. 6. 5 承　　認

報告第 6 号 専決処分の承認について
（土浦市国民健康保険税条例の一部改正について） 30. 6. 5 30. 6. 5 承　　認

報告第 7 号 専決処分の報告について  （和解について） 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第 8 号 専決処分の報告について  （和解について） 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第 9 号 予算の繰越しについて
（平成２９年度土浦市一般会計繰越明許費繰越計算書） 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第10号
予算の繰越しについて
（平成２９年度土浦市下水道事業特別会計繰越明許費繰越
計算書）

30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第11号
予算の繰越しについて
（平成２９年度土浦市土浦駅前北地区市街地再開発事業特
別会計継続費繰越計算書）

30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第12号
予算の繰越しについて
（平成２９年度土浦市土浦駅前北地区市街地再開発事業特
別会計繰越明許費繰越計算書）

30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第13号 予算の繰越しについて
（平成２９年度土浦市水道事業会計予算繰越計算書） 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第14号 土浦市土地開発公社の平成３０年度事業計画について 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第15号 一般財団法人土浦市産業文化事業団の平成３０年度事業計
画について 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第16号 一般財団法人土浦市農業公社の平成３０年度事業計画につ
いて 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

報告第17号 株式会社ラクスマリーナの平成３０年度事業計画について 30. 6. 5 30. 6. 5 報　　告

議案第49号 土浦市行政組織条例等の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第50号 土浦市税条例の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案番号等 件　　　　　　名 上程年月日 議決年月日 結  果

議案第51号 土浦市さわやか環境条例の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第52号 土浦市障害者自立支援センター条例の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第53号 土浦市つくしの家条例の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第54号 土浦市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第55号 土浦市建築基準条例及び土浦市手数料条例の一部改正につ
いて 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第56号 土浦市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第57号 平成３０年度土浦市一般会計補正予算（第１回） 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第58号 平成３０年度土浦市下水道事業特別会計補正予算（第１回） 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第59号 平成３０年度土浦市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１回） 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第60号 財産の取得について
（常備消防用災害対応特殊救急自動車購入） 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第61号 市道の路線の認定について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第62号 市道の路線の変更について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第63号 訴えの提起について 30. 6. 5 30. 6.19 原案可決

議案第64号 土浦市教育委員会委員の任命の同意について 30. 6.19 30. 6.19 原案同意

土浦市議会副議長の選挙 30. 6.19 30. 6.19 選　　挙

閉会中の事務調査について 30. 6.19 30. 6.19 原案可決



が
可
能
な
処
分
先
も
あ
り
ま

す
の
で
、
受
け
入
れ
の
量
や

時
期
等
を
調
整
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。

　
な
お
、
規
模
の
大
き
な
調

整
池
は
、
堆
積
し
た
土
砂
の

量
も
多
い
の
で
、
ま
ず
は
調

整
池
の
機
能
確
保
の
た
め
の

草
刈
り
や
木
の
伐
採
、
吐
き

出
し
口
周
辺
の
清
掃
な
ど
を

優
先
的
に
行
い
、
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
国
保
特
会
へ
の
一
般
会
計

繰
入
金
の
削
減
計
画
に
つ

い
て

○
障
害
者
差
別
解
消
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て

（
１
）
第
３
条
、
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
し
て
必
要
な
施

策
の
策
定
及
び
実
施
に
つ

い
て

外
の
吐
き
出
し
口
周
辺
に
堆

積
し
た
土
砂
が
調
整
池
の
機

能
を
妨
げ
て
い
る
場
合
は
、

調
整
池
内
で
、
で
き
る
だ
け

排
水
機
能
を
妨
げ
な
い
箇
所

に
一
時
的
に
集
積
し
て
保
管

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
草
刈
り

や
職
員
に
よ
る
巡
視
を
行

い
、
状
況
に
応
じ
て
排
出
す

る
吐
き
出
し
口
周
辺
の
清
掃

を
行
い
、
日
常
的
な
管
理
を

し
て
い
ま
す
が
、
現
実
的
に

は
吐
き
出
し
口
周
辺
以
外
に

土
砂
等
が
堆
積
し
、
草
や
木

が
生
え
て
し
ま
っ
て
い
る
調

整
池
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
放
射
線
量
や
放
射
能
濃

度
、
堆
積
し
た
土
砂
の
状
況

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
放
射
線
量
に
よ
っ
て
は

浚
渫
し
た
土
砂
の
受
け
入
れ
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（
２
）
７
条
の
２
、
社
会
的

障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ

い
て
必
要
か
つ
合
理
的
な

配
慮
に
つ
い
て

（
３
）
８
条
の
２
、
民
間
事

業
者
が
合
理
的
配
慮
の
た

め
簡
易
ス
ロ
ー
プ
や
筆
談

ボ
ー
ド
等
を
用
意
す
る
際

に
か
か
る
費
用
の
助
成
に

つ
い
て

（
４
）
10
条
、「
地
方
公
共
団

体
等
職
員
の
対
応
要
領
」

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
５
）
17
条
、「
障
害
者
差
別

解
消
支
援
地
域
協
議
会
の

組
織
」
に
つ
い
て

（
６
）
そ
の
他
の
対
応
に
つ

い
て

【
解
説
】

　「
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）」
と

は
、
川
や
海
岸
の
底
に
あ
る
土

砂
を
す
く
い
取
る
こ
と
。
ま
た

は
、
そ
の
た
め
の
土
木
工
事
の

こ
と
。

Ａ【
市
　
長
】

　
平
成
29
年
３
月
に
策
定
し

た
「
土
浦
市
立
地
適
正
化
計

画
」で
は
、
拠
点
と
な
る「
誘

導
区
域
」
を
新
た
に
設
定
し
、

そ
こ
に
都
市
機
能
や
人
口
を

集
約
し
な
が
ら
、
拠
点
間
を

公
共
交
通
で
結
ぶ
「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
実
現
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
生
活
利
便

性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
都
市
構
造
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
や

図
書
館
の
土
浦
駅
前
へ
の
移

転
、
土
浦
協
同
病
院
の
お
お

つ
野
地
区
へ
の
移
転
な
ど
、

昨
今
の
市
内
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
、「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
推
進
を
図
る
た
め
、
立

下　村　壽　郎
＜一括質問＞

Ｑ
　
立
地
適
正
化
計
画

　
を
踏
ま
え
た
公
共
交

　
通
網
の
実
現

　
　
特
に
公
共
交
通
不

　
便
地
域
に
つ
い
て
お

　
伺
い
い
た
し
ま
す

Ａ【
建
設
部
長
】

　
調
整
池
は
、
大
規
模
な
開

発
を
行
う
場
合
に
冠
水
被
害

や
浸
水
被
害
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
、
雨
水
を
一
時
的
に

貯
留
し
流
出
量
を
調
整
し
な

が
ら
、
水
路
や
河
川
に
放
流

す
る
施
設
と
し
て
設
置
し
て

い
ま
す
。
市
が
管
理
し
て
い

る
調
整
池
は
、
小
規
模
な
も

の
か
ら
大
規
模
な
も
の
ま

で
、
合
わ
せ
て
58
カ
所
あ
り

ま
す
。

　
調
整
池
に
は
集
水
区
域
か

ら
の
雨
水
の
流
入
と
と
も

に
、
宅
地
や
緑
地
の
土
、
道

路
等
の
土
砂
が
流
入
し
、
堆

積
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、

流
量
を
調
整
し
て
排
出
す
る

吐
き
出
し
口
周
辺
の
清
掃
や

土
砂
の
浚
渫
、
草
刈
り
等
の

管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
以
前
は
随
時
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
震
災
後
は
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
放
射
能
の
影
響
に
よ

り
、
堆
積
し
て
い
る
土
砂
は

放
射
線
量
が
高
く
、
受
け
入

れ
先
が
な
く
搬
出
が
で
き
な

い
状
況
で
し
た
の
で
、
除
染

を
必
要
と
す
る
も
の
は
土
浦

市
除
染
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
調
整
池
内
で
地
上
ま
た

は
地
下
保
管
と
し
、
そ
れ
以

一一一一一一一一一
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一
般
質
問
と
は
　
　
市
政
一
般
に
つ
い
て
市
長
な
ど
の
執
行
部
の

考
え
、
方
針
を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
紙
面
の

都
合
上
、
質
問
を
一
つ
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
「
一
問
一
答
」」
方
式
を
選
択
し
質
問
を
行
っ

た
議
員
が
２
名
、「
一
括
質
問
・
一
括
答
弁
」
方
式
を
選
択
し
た

議
員
が
７
名
で
し
た
。

Ｑ
　
調
整
池
の
浚
渫
等

　
の
管
理
に
つ
い
て

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
電
線

に
つ
い
て
は
、
最
も
低
い
所

は
約
3.6
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
土
浦
駅
北
通
り

線
は
大
型
特
殊
車
両
の
進
入

禁
止
区
域
で
、
通
常
の
車
両

が
通
る
分
に
は
支
障
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
お
祭
り
の
際
の

山
車
の
運
行
に
支
障
が
出
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
無

電
柱
化
完
了
ま
で
の
安
全
確

保
と
し
て
、「
仮
」
と
い
う

形
で
す
が
、
4.5
メ
ー
ト
ル
を

確
保
す
る
高
さ
ま
で
電
線
類

を
持
ち
上
げ
る
工
事
が
、
６

月
中
に
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年

度
上
半
期
の
無
電
柱
化
完
了

ま
で
の
間
、
市
民
の
皆
様
に

は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か

Ａ【
都
市
産
業
部
長
】

　
平
成
29
年
11
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ア
ル
カ
ス
土
浦
の
西

側
に
隣
接
す
る
土
浦
駅
北
通

り
線
に
つ
い
て
は
、
無
電
柱

化
が
完
了
し
て
お
ら
ず
電
線

類
が
低
く
垂
れ
下
が
り
、
歩

道
内
に
電
柱
が
立
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
を

始
め
、
来
街
者
か
ら
も
「
美

観
を
損
ね
て
い
る
。」「
お
祭

り
の
山
車
が
通
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
」「
歩
道
の
電
柱

が
邪
魔
で
危
な
い
」
な
ど
厳

し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
土
浦
駅
北
通
り
線
の
無
電

柱
化
の
現
在
の
状
況
で
す

が
、
昨
年
度
ま
で
に
本
市
の

電
線
共
同
溝
の
建
設
工
事
は

完
了
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
の
所
有
者
や
使

用
者
と
工
事
日
や
切
り
替
え

日
時
な
ど
の
調
整
に
時
間
を

要
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
事

業
者
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
工

程
で
は
、
平
成
31
年
３
月
ま

で
に
完
了
し
、
平
成
31
年
度

の
上
半
期
に
は
地
上
に
設
置

さ
れ
て
い
る
電
線
、
電
柱
の

撤
去
を
行
い
、
無
電
柱
化
が

完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平　石　勝　司
＜一括質問＞

Ｑ
　
無
電
柱
化
に
つ
い

　
て

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
あ

わ
せ
、「
土
浦
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
し
、

様
々
な
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
拠
点
間
を
結
ぶ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
重

要
な
路
線
に
つ
い
て
は
、
バ

ス
事
業
者
に
対
し
路
線
新
設

の
働
き
か
け
を
行
い
、
公
共

交
通
不
便
地
域
の
う
ち
、
人

口
密
度
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

た
り
30
人
以
上
の
居
住
誘
導

区
域
の
地
域
に
は
、
地
区
長

を
対
象
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
導
入
に
あ
た
っ
て
の
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
導
入
促

進
を
図
り
、
そ
れ
以
外
の
地

域
に
は
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

運
行
内
容
の
改
善
を
図
る
な

ど
、
地
域
に
適
し
た
公
共
交

通
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解

消
に
は
、
効
率
的
な
公
共
交

通
網
の
実
現
を
図
る
上
で
、

常
磐
線
、路
線
バ
ス
、キ
ラ
ラ

ち
ゃ
ん
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
な
ど
、
各
公
共
交
通

の
特
性
に
合
わ
せ
た
機
能
分

担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
地
域
が
中
心

と
な
り
、
そ
の
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
手
段
を
検
討
す
る

こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
等
を
伺
い
な
が
ら
、
第
８

次
総
合
計
画
に
位
置
付
け
て

い
る
「
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
公
共
交
通
体
系
の
構
築
」

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
荒
川
沖
消
防
署
医
療
機
関

別
救
急
搬
送
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
導
入

の
条
件
改
正
、
近
隣
市
町

と
の
連
携
を
検
討
し
て
い

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

○
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦

利
用
料
金
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

○
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
運

営
収
支
と
補
助
金
に
つ
い

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

市議会では、市民の皆様の要望や意見を「請願」「陳情」と
して常時受け付けておりますが、定例会で取り扱うもの
は、定例会招集日の４日前までに提出されたものに限り
ます。
くわしくは、議会事務局ホームページから「請願・陳情」を
ご覧ください。

請願書

請
願・陳
情
に
お
け
る

意
見
陳
述
に
つ
い
て

＜請願・陳情の受付け＞

　
土
浦
市
議
会
で
は
、
請
願
及
び
陳
情
は

市
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
政
策
と
位
置

付
け
、
提
案
者
か
ら
の
意
見
陳
述
を
い
た

だ
く
機
会
を
積
極
的
に
設
け
て
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
専
門
的
・
政
策
的
識
見
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
討
議
に
反
映
す
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
請
願
・
陳
情
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い

し
ま
す
。
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Ａ【
教
育
長
】

　
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
学
校
教
育
法
に
よ

り
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま

で
の
義
務
教
育
を
一
貫
し
て
行

う
「
義
務
教
育
学
校
」
が
新

た
な
学
校
種
と
し
て
規
定
さ

れ
、
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成

30
年
４
月
に
新
治
学
園
義
務

教
育
学
校
が
開
校
し
、
同
時

に
市
内
全
小
中
学
校
に
お
い

て
、
小
中
一貫
教
育
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
運
動
会
に
お
け
る
小
中
一貫

教
育
で
は
、
新
治
学
園
義
務

教
育
学
校
の
運
動
会
の
開
会

式
で
、
９
年
生
に
手
を
引
か

れ
て
１
年
生
が
入
場
し
、
ま

た
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
１

年
生
た
ち
が
、
９
年
生
の
選

手
宣
誓
を
し
っ
か
り
と
見
守
る

姿
な
ど
が
、
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
の

前
期
課
程
児
童
、
そ
し
て
７

年
生
か
ら
９
年
生
の
後
期
課

程
生
徒
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種

目
の
運
営
を
手
伝
っ
た
り
、
１

年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
が
お

互
い
に
協
力
し
て
、
運
動
会

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
よ
う
と
、

先
輩
や
後
輩
を
応
援
し
た
り

す
る
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
以
降
に
向
け
て
は
、

１
年
生
か
ら
９
年
生
が
さ
ら
に

交
流
で
き
る
よ
う
な
種
目
や
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
の
運

Ｑ
　
土
浦
市
小
中
一
貫

　
教
育
に
つ
い
て

　
（
２
）
運
動
会
に
お

　
け
る
小
中
一
貫
教
育

　
に
つ
い
て

　
　
②
小
学
校
運
動
会

　
（
併
設
型
）
へ
の
中

　
学
生
（
７
、
８
、
９

　
年
生
）
の
参
加
に
つ

　
い
て

営
に
つ
い
て
、
１
年
生
か
ら
９

年
生
が
協
力
し
て
で
き
る
よ

う
な
係
活
動
を
考
え
、
義
務

教
育
学
校
の
利
点
を
活
か
し

た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
施
設
分

離
型
、
厳
密
に
は
中
学
校
併

設
型
小
学
校
の
運
動
会
への
中

学
生
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
運

動
会
が
実
施
さ
れ
る
５
月
中

旬
は
、
中
学
校
で
は
修
学
旅

行
の
時
期
と
重
な
り
、
総
合

体
育
大
会
に
向
け
た
部
活
動

の
活
動
が
ま
さ
に
ピ
ー
ク
の
時

期
と
な
る
の
で
、
現
在
の
５
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
、
小
学
校

の
運
動
会
が
実
施
し
て
い
る
と

い
う
段
階
で
は
、
多
く
の
中
学

生
が
出
身
小
学
校
の
運
動
会

に
行
っ
て
、
競
技
に
参
加
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
小
中
一
貫
教
育
の

狙
い
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

児
童
生
徒
が
直
接
関
わ
り
合

う
行
事
は
必
要
と
考
え
ま
す

の
で
、
運
動
会
に
限
ら
ず
、

教
育
的
な
意
義
の
あ
る
小
中

学
校
の
交
流
行
事
に
つ
い
て
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
自
治
体
に
お
け
る
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
の
活
用
に
つい
て

○
土
浦
市
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て

（
１
）
土
浦
市
小
中
一
貫
教
育

の
取
り
組
み
に
つい
て

（
２
）
運
動
会
に
お
け
る
小
中

一
貫
教
育
に
つい
て

①
新
治
学
園
義
務
教
育
学
校

（
連
携
型
）
の
運
動
会
の
実

施
状
況

Ａ【
市
　
長
】

　
今
回
の
本
会
議
で
は
、
本

市
で
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
国

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
で
あ

る
と
捉
え
て
、
本
市
の
取
組

み
を
発
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄

化
の
た
め
に
、
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
事
業
、
高
度
処

理
型
浄
化
槽
事
業
を
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
進
め
、
工
場
、

事
業
場
か
ら
の
排
水
対
策
も

行
な
って
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
市
民
団
体
、
国
、
県
、

市
及
び
企
業
等
が
霞
ヶ
浦
流

域
で
実
施
し
て
い
る
様
々
な
取

組
み
・
活
動
の
発
表
な
ど
を

行
い
、
お
互
い
の
活
動
を
認
識

し
、
認
め
合
い
、
さ
ら
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
体
が
共
通
の
認

識
の
も
と
で
目
指
し
た
い
と
思

え
る
共
通
の
「
霞
ヶ
浦
の
将
来

像
」
を
見
出
す
こ
と
を
最
終

目
標
と
し
て
「
サ
テ
ラ
イ
ト
つ

ち
う
ら
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
成
果

は
ま
ず
河
川
に
あ
ら
わ
れ
、

霞
ヶ
浦
に
流
入
す
る
河
川
が

き
れ
い
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

霞
ヶ
浦
の
水
質
も
徐
々
に
浄
化

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
水

質
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
と
し

て
、
私
た
ち
の
生
活
排
水
が

高
い
割
合
を
占
め
て
お
り
、

お
住
ま
い
の
地
域
に
合
っ
た
適

切
な
生
活
排
水
処
理
を
し
て

い
た
だ
き
、一人
ひ
と
り
が
「
水

を
汚
さ
な
い
」
と
い
う
心
掛
け

と
実
践
が
何
よ
り
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
今
回
の
世
界
湖

沼
会
議
と
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
契
機
と
し

て
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
向

け
た
流
域
住
民
の
気
運
醸
成

を
図
り
、
そ
の
力
を
礎
に
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各

種
施
策
を
着
実
に
推
し
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
思
い
描
く
霞
ヶ
浦
の
将

来
像
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
国
の
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
々
が
霞
ヶ
浦
を
訪

れ
、
見
て
、
触
れ
て
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
姿
で
す
。
そ
し

て
再
び
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
姿
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
改
め

て
議
員
各
位
を
始
め
、
市
民

の
皆
様
方
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
土
浦
市
の
自
転
車
に
関
す

る
施
策
に
つい
て

（
１
）
り
ん
り
ん
ス
ク
エ
ア
土
浦

の
状
況

（
２
）
土
浦
港
周
辺
広
域
交

流
拠
点
整
備
事
業

（
３
）
自
転
車
勉
強
会

（
４
）
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
沿
線
自
治
体
と
の

取
組

（
５
）
来
街
者
への
対
応

（
６
）
市
民
への
取
組

（
７
）
交
通
安
全
へ
の
取
組
　

　
　
　

Ａ
【
市
民
生
活
部
長
】

　
市
で
は
、
地
域
に
お
け
る

犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
自
主
防
犯
活
動
を
推
進

し
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政

な
ど
が
一
体
と
な
り
各
種
防

犯
対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

活
動
で
は
、
登
下
校
時
の
見

守
り
及
び
立
哨
活
動
を
各
団

体
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
活
動
を
支
援
す

る
た
め
土
浦
警
察
署
生
活
安

　
土
浦
市
議
会
で
は
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

及
び
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
っ

た
時
は
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
等
の
説
明
や
意

見
を
交
換
す
る
場
を
設
け
る
よ
う
、
土
浦
市
議
会
基
本
条

例
第
６
条
第
３
項
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
議
員
か
ら
直
接
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
。

（
委
員
会
）

第
６
条
　
委
員
会
は
、
多
様
な
市
政
の
課
題
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
機
動
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

委
員
会
の
専
門
性
と
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
機
能
を
発
揮

す
る
よ
う
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
略
）

３
　
委
員
会
は
、
市
民
か
ら
の
要
請
が
あ
る
と
き
は
、
審

査
の
経
過
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
意

見
を
交
換
す
る
場
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
後
略
）

全
課
署
員
に
よ
る
防
犯
活
動

の
基
礎
知
識
や
取
り
組
み
方

及
び
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
重

要
性
や
防
犯
意
識
向
上
の
た

め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が
、

ま
ち
で
知
ら
な
い
人
か
ら

「
声
か
け
、
痴
漢
、
つ
き
ま

と
い
」
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
時
に
助
け
を
求
め
て
逃
げ

込
め
る
よ
う
に
、
「
こ
ど
も

を
守
る
110
番
の
家
」
を
設
置

し
て
、
住
人
に
子
ど
も
た
ち

を
保
護
し
、
警
察
や
学
校
等

へ
通
報
す
る
よ
う
依
頼
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

犯
罪
の
な
い
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、
警
察
は
も
と
よ

り
、
関
係
機
関
や
地
域
団
体

と
の
連
携
を
密
に
行
い
、
各

種
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
す
。

Ｑ
　
犯
罪
に
強
い
ま
ち

　
づ
く
り
に
つ
い
て

（
１
）
子
ど
も
を
守
る

　
た
め
に
は

Ａ
【
教
育
長
】

　
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
土

浦
幼
稚
園
、
新
治
幼
稚
園
、

そ
し
て
各
市
立
の
小
学
校
、

中
学
校
、
そ
し
て
義
務
教
育

学
校
等
の
市
教
育
委
員
会
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
不
審

者
出
没
情
報
な
ど
、
各
学
校

な
ど
か
ら
市
教
育
委
員
会
に

不
審
者
事
案
が
報
告
さ
れ
た

際
に
は
、
直
ち
に
市
内
の
市

立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
県

立
土
浦
特
別
支
援
学
校
及
び

市
の
生
活
安
全
課
や
子
ど
も

福
祉
課
並
び
に
土
浦
警
察
署

に
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
情

報
を
共
有
し
、
直
ち
に
対

策
、
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

そ
の
た
め
の
方
法
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
、
最
終
的
に
は

犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

（
２
）
振
り
込
め
詐
欺
に
つ

い
て

○
斜
面
林
に
つ
い
て
　

Ｑ
　
第
17
回
世
界
湖
沼

　
会
議
（
い
ば
ら
き
霞

　
ヶ
浦
２
０
１
８
）
に

　
対
す
る
市
長
の
意
気

　
込
み
と
サ
テ
ラ
イ
ト

　
つ
ち
う
ら
へ
の
市
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て 吉　田　千鶴子

＜一括質問＞
勝　田　達　也
＜一括質問＞

福　田　一　夫
＜一括質問＞

市議会のしくみ
　市議会は市民参加の開かれたまちづくりのため、市民一人ひとりの
声を市政に反映させる役割を担っています。
　市議会議員と市長は、４年に一度、市民の皆さまの選挙によって選
ばれ、市民の代表として市政の運営を任されています。
　市長は選挙公約などで打ち出した政策を進めるため、また住みよい
まちづくりを進めるために、予算や条例などの案を作り、市議会議員
は市民の皆さまの代表として、その案を慎重に審査し、決定していま
す。
　これは市議会の基本的な権限である議決権であり、予算や条例を決
定する権限になることから、市長は議会の議決に従って仕事（市政）
を進めて行きます。
　このようなことから、市議会を「議決機関」、市長を「執行機関」
と呼び、互いにけん制し協力し合いながら均衡を保ちつつ、同じ目的
である市政の発展のために活動しています。

市
民
と
委
員
会
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
　

土
浦
市
議
会
基
本
条
例
第
６
条
（
抜
粋
）
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Ａ【
都
市
産
業
部
長
】

　
小
町
の
館
は
、
土
浦
市
観

光
基
本
計
画
で
は
、
新
治
地

区
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の

交
流
事
業
を
推
進
す
る
重
要

な
施
設
と
位
置
付
け
、
田
植

え
、
稲
刈
り
な
ど
の
農
業
体

験
、
地
元
の
味
や
人
と
の
出

会
い
と
ふ
れ
あ
い
な
ど
、

様
々
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
す
る
都
市
と
農
村
と
の
相

互
交
流
を
推
進
す
る
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
町
の
館
に
は
、
特
産
物

販
売
コ
ー
ナ
ー
や
小
町
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
、

囲
炉
裏
の
間
を
備
え
る
本
館

の
ほ
か
、
そ
ば
打
ち
体
験
や

ジ
ャ
ム
づ
く
り
教
室
な
ど
調

理
体
験
が
で
き
る
体
験
館
、

ま
た
、
筑
波
山
麓
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
歴
史
、
文
化
と

い
っ
た
多
く
の
地
域
資
源
に

も
恵
ま
れ
た
周
辺
環
境
を
活

用
し
た
四
季
折
々
の
体
験
事

業
に
加
え
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
な
ど
各
種
事
業
の
展

開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
小
町
の
館
か

ら
朝
日
峠
展
望
公
園
ま
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
に
は
、

小
野
越
峠
を
登
り
、
途
中
、

岩
場
や
沢
を
渡
る
冒
険
心
を

く
す
ぐ
る
人
気
コ
ー
ス
も
あ

り
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
普
通
自
動
車
69
台
の
駐

車
場
を
有
し
て
お
り
、
田
植

え
や
稲
刈
り
体
験
な

ど
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

に
は
、
周
辺
に
あ
る

市
有
地
や
民
間
保
有

地
等
を
活
用
し
て
対

応
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
最
近
の
健
康
志

向
に
よ
る
ハ
イ
キ
ン

グ
人
気
に
伴
い
、
新

聞
、
地
域
情
報
誌
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
紹
介
さ
れ
た
こ

と
で
、
平
日
に
お
い

て
も
、
駐
車
場
の
混

雑
が
発
生
し
、
さ
ら

に
天
気
の
良
い
週
末

等
に
は
、
一
時
的
で

は
あ
り
ま
す
が
路
上

駐
車
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
状
況
の
推
移
を
見

極
め
な
が
ら
、
駐
車
場
整
備

を
検
討
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
朝
日
峠
展
望
公
園
〜
小
町

の
館
ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
つ
い
て

（
１
）
朝
日
峠
の
ト
イ
レ

○
公
共
用
地
跡
地
利
活
用
に

つ
い
て

（
１
）
市
庁
舎
跡
地

（
２
）
学
校
跡
地

○
ま
ち
が
に
ぎ
わ
う
つ
ち
う

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
具
体
的
事
業
は
何
を
行

う
の
か

Ａ【
教
育
部
長
】

　
本
市
の
地
区
公
民
館
の
整

備
は
、
平
成
12
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
「
土
浦
市
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
ス
ロ

ー
プ
な
ど
の
設
置
に
よ
る
玄

関
前
の
段
差
解
消
や
、
自
動

ド
ア
の
取
り
付
け
、
身
体
障

害
者
用
ト
イ
レ
へ
の
改
修
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
同
計
画
の
長
期

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
、
各

地
区
公
民
館
の
大
規
模
改
修

な
ど
に
併
せ
て
検
討
す
る
事

項
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
一
中
地
区
公
民
館
、

神
立
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
及
び
新
治
地
区
公
民

館
を
除
く
６
つ
の
地
区
公
民

館
に
つ
い
て
は
、
昭
和
53
年

か
ら
昭
和
63
年
の
間
に
順
次

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
築
後

30
年
か
ら
40
年
ほ
ど
経
過
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

老
朽
化
の
進
行
を
見
据
え
て

順
次
、
大
規
模
改
修
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
単

体
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
の
公
民
館
も
設
置
を
見

込
ん
だ
設
計
と
は
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
建
物
強
度
の
維

持
・
補
強
な
ど
の
大
が
か
り

な
改
修
工
事
が
必
要
と
な

り
、
ま
た
費
用
も
多
額
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
を
含
め
た
市
の
公
共
施

設
の
建
て
替
え
や
大
規
模
改

修
に
つ
い
て
長
期
的
な
見
通

し
の
中
で
具
体
的
な
整
備
方

針
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
当
面
は
、
利
用
者
の
皆

様
の
相
互
扶
助
な
ど
に
よ
り

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
土
浦
市
の
将
来
に
向
け
て

の
商
工
業
の
発
展
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

（
１
）
土
浦
商
工
会
議
所
青

年
部
の
２
０
２
１
年
度
全

国
会
長
会
研
修
会
誘
致
運

動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

（
２
）
青
年
商
工
業
者
を
生

か
す
為
の
土
浦
市
と
し
て

の
取
組
み
に
つ
い
て

Ａ【
総
務
部
長
】

　
本
庁
舎
駐
車
場
は
、
平
成

27
年
９
月
の
新
庁
舎
開
庁
以

来
、
市
役
所
に
来
庁
さ
れ
る

市
民
の
方
や
ウ
ラ
ラ
２
の
医

療
機
関
を
ご
利
用
の
方
な

ど
、
毎
日
多
く
の
方
々
が
利

用
さ
れ
て
お
り
、
開
庁
以
来
、

安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
に

向
け
、
様
々
な
改
善
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
、
本
庁
舎
の
周
辺
で

は
、
駐
車
場
入
り
口
へ
誘
導

す
る
案
内
標
識
を
ウ
ラ
ラ
と

ウ
ラ
ラ
２
の
周
辺
に
設
置

し
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

　
土
浦
市
議
会
で
は
「
土
浦
市

議
会
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
有

償
で
頒
布
し
て
い
ま
す
（
平
成

４
年
発
行
）。

　
こ
れ
は
市
制
施
行
50
周
年
の

後
、
土
浦
市
議
会
と
し
て
初
め

て
刊
行
し
た
議
会
史
で
、
市
制

施
行
か
ら
50
年
間
に
わ
た
る
市

議
会
の
活
動
記
録
が
詳
細
に
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
国
内

外
の
出
来
事
な
ど
も
年
代
ご
と

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の

時
代
背
景
を
回
想
す
る
に
も
最
適
な
１
冊
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
集
も
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
市
が
誕
生
す

る
以
前
、
明
治
時
代
か
ら
の
土
浦
市
の
発
展
の
様
子
が
う
か

が
え
る
大
変
　
貴
重
な
写
真
が
約
８
０
０
枚
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
見
な
が
ら
土
浦
の

歴
史
を
お
話
し
さ
れ
る
も
良
し
、
も
ち
ろ
ん
、
お
一
人
で
歴

史
に
浸
る
の
に
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
頒
布
冊
数
に
限
り
が
あ
り
、
先
着
希
望
者
の
み
と
な
り
ま

す
が
、
頒
布
価
格
と
申
込
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

キ
の
壁
面
に
も
本
庁
舎
駐
車

場
を
ご
案
内
す
る
標
示
を
施

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駐
車
場
内
に
は
、

進
行
方
向
、
一
時
停
止
、
走

行
注
意
を
促
す
標
示
や
駐
車

ス
ペ
ー
ス
等
の
視
認
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
場
内
の
蛍

光
灯
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に

交
換
す
る
工
事
を
部
分
的
に

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
年

次
計
画
に
よ
り
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
駐
車
場
内
の
車

両
の
流
れ
を
把
握
す
る
各
階

の
監
視
カ
メ
ラ
の
更
新
や
２

階
の
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
増
設
、
ま
た
駐
車
場
３

階
、
４
階
に
は
、
一
方
通
行

を
車
両
が
逆
走
し
な
い
よ
う

「
進
入
禁
止
」
の
鉄
製
看
板

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
型
看
板
に
交

換
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
視

点
に
立
ち
、
動
線
や
利
便
性

を
十
分
に
考
慮
し
、
改
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

駐
車
場
内
の
路
面
標
示
に
つ

い
て
は
、
進
行
方
向
を
示
す

Ｑ
　
本
庁
舎
駐
車
場
の

　
路
面
標
示
に
つ
い
て

矢
印
標
示
や
合
流
地
点
で
の

一
時
停
止
標
示
が
、
老
朽
化

に
よ
り
表
示
面
が
薄
く
な
り

見
づ
ら
い
箇
所
も
一
部
あ
る

の
で
、
順
次
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
後
も
、
本
庁
舎
等
に
訪

れ
る
市
民
の
皆
様
が
不
便
さ

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
よ
り

安
全
で
利
用
し
や
す
い
も
の

に
な
る
よ
う
、
施
設
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
水
道
中
の
放
射
性
物
質
に

係
る
検
出
状
況
に
つ
い
て

○
常
名
総
合
運
動
公
園
に
つ

い
て

○
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
路

線
拡
大
に
つ
い
て

Ｑ
　
公
民
館
へ
の
エ
レ

　
ベ
ー
タ
に
設
置
に
つ

　
い
て

井　上　圭　一
＜一問一答＞

鈴　木　一　彦
＜一括質問＞

Ｑ
　
朝
日
峠
展
望
公
園

　
〜
小
町
の
館
ま
で
の

　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
に
つ
い
て

　
（
２
）
小
町
の
館
周

　
辺
の
駐
車
場

島　岡　宏　明
＜一括質問＞

﹈
格
価
布
頒
﹇

　

円
０
０
０
，
３

　
　
　
　
　
　

）
円
０
０
０
，
６
万
１
価
定
時
当
刊
発
（

﹈
法
方
込
申
﹇

　

連
ご
で
ま
記
左
、
は
方
の
望
希
ご
入
購

　
　
　
　
　
　

。
い
さ
だ
く
絡

連
﹇

 

絡 

﹈
先　

局
務
事
会
議
市
浦
土

　
　
　
　
　
　

７
７
２
２
内
１
１
１
１
）
６
２
８
（
☎

史
会
議

』
み
ゆ
あ
の
年
十
五
会
議
市
浦
土
『

布
頒
償
有
の

！
枚
800
約
が
真
写
の
昔
は
に
集
真
写

土浦駅（昭和46年頃）

市役所庁舎（昭和30年頃）

意外とグルメ、意外と便利、

　　意外と遊べる…などなど

意外と〇〇な土浦の魅力を

　　紹介するサイトへ GO！

http//www.tsuchiura-pr.jp/



　土浦市議会だより　Vol.232　平成 3 0年８月 1 7日発行　⑥

二中地区公民館・六中地区公民館での意見交換の際に、参加者の皆さんからいただ
いたご意見 (ご提言 )の要旨です。(一部を抜粋 )
行政に対するもので重要なものは、議会運営委員会で協議の上、市長に報告します。

多くの方に参加していただき、貴重なご意見をいただくことができました。ありがとうございました。

５月９日（水）（二中地区公民館）
１　つくば霞ヶ浦りんりんロードとりんりんスクエア土
　　浦の活用について
□土浦駅に全国でも珍しいサイクリング拠点ができたのは非常に

嬉しい。来ていただいた方々に市街地を走っていただくための

整備をお願いしたい。
（回答）今後もサイクリング環境整備について、調査研究を

行っていく。
  
２　マンホールカードについて
□今後も様々なデザインのマンホールカードを発行して本市を

　ＰＲしてはどうか。
（回答）デザインの変更はできないが、今後も本市のＰＲに

努めていく。

３　フッ化物洗口について
□虫歯予防のために、小学生を中心としたフッ化物洗口を進めて

はどうか。
（回答）医療費の抑制になると思われるので、実現できるよ

うにしていきたい。

４　市議会議員の女性枠について
□男女共同参画社会の実現へ向け、女性の意見を市政に反映する

ことからも市議会議員の半数の女性枠を設けてはどうか。
（回答）男女共同参画社会の実現に向けて、高齢化や少子化、

ジェンダーフリーなど様々な課題がある。今後も調
査研究を行っていく。

５月１０日（木）（六中地区公民館）
１　住みやすい街づくりについて
□施設などの整備も大事だが、超高齢化社会に向け、住みやすい街にしてほしい。
（回答）市民の方の意見をしっかり聞いていく。  

２　防犯カメラの設置について
□烏山二丁目にも防犯カメラを設置してほしい。（回答）事件解決に役立った事例もあることから防犯には有効だが、プライバシーの問題もあるため、設置場所については配慮も必要となる。今後、調査研究していく。

３　防犯灯の設置について
□花室川沿いの堤防は暗く、通学者にとっては夜間が危険なため、防犯灯を設置してほしい。
（回答）安全の確保に向けて、河川敷を管理する関係機関と協議していく。

４　Ｊ：ＣＯＭスタジアムの屋根設置について
□いつ頃設置する予定で検討しているのか。（回答）財政が逼迫している状況なので、国体には間に合わないが、調査研究を行っていく。

５　霞ヶ浦湖岸沿いの整備について
□霞ヶ浦湖岸沿いの開発・整備を進めてほしい。（回答）市民の方の意見を聞き、関係機関へ要望をしていく。
６　庁舎内の椅子について
□本庁舎３階の情報公開室前にある椅子のキャスターが動きすぎるので、危険である。
（回答）早速確認する。

７　総務市民委員会からの報告について
□総務市民委員会が行った女性団体連絡協議会との意見交換会で出された問題点については。
（回答）目に見えない性差別の役割分担が多く、もっと女性が輝ける状態にしていただきたい。意思決定に関して、もっと女性が出て行ける場をつくっていただきたいなどがあった。
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　六中地区公民館の意見交換では、多くの方からご意見をいただきましたことから、全てのご意見に回答することができません
でしたので、下記のとおり回答させていただきます。

議会報告会アンケートの集計結果　・二中地区公民館　　参加人数　１７名、　回収　　９名、　回収率５３％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・六中地区公民館　　参加人数　５０名、　回収　２９名、　回収率５８％

年齢性別

お住まいの地区

活動状況の報告について

男性 30 人男性 30 人

女性
7人
女性
7人

未記入 1人未記入 1人 30～ 40代
4人

30～ 40代
4人

50～ 60代
19人

50～ 60代
19人

70代～
14人
70代～
14人

未記入
1人
未記入
1人

～２０代
0人

～２０代
0人

二中地区
7人

二中地区
7人

三中地区 1 人三中地区 1 人

四中地区
5人

四中地区
5人

市外
2人
市外
2人

未記入
1人
未記入
1人 一中地区 1 人一中地区 1 人

五中地区 0 人
都和地区 0 人
新治地区 0 人

五中地区 0 人
都和地区 0 人
新治地区 0 人

未記入
3人
未記入
3人

わかり
づらかった
4人

わかり
づらかった
4人

とてもわかり
やすかった
6人

とてもわかり
やすかった
6人

わかり
やすかった
9人

わかり
やすかった
9人

ふつう
16人
ふつう
16人

六中地区
21人
六中地区
21人

No 項　目 意見の概要 担当委員会 回　　答

8 跡地利用について 旧市役所の跡地利用について 総務市民委員会
旧市役所の跡地を含め、公共施設跡地についてはまちづくり・有効活用の観
点から、将来の健全財政を考慮し、利活用方法について慎重に検討を進めて
まいります。

9 土浦市第８次総合計画について 議会側の見解は。 総務市民委員会
土浦市第８次総合計画に基づく様々な施策が着実に推進されることで、安心
で、活力のあるまちへと、将来にわたって誰もが実感できるよう議会として
は今後も注視してまいります。

10 土浦を流れる川の汚れと霞ヶ浦の影響について

ゴミなどで川が汚れている。条例や国土
交通省との連携で川を守ることができな
いか。花室川の両側は水田のため、農家
の方には直接影響があるのではないか。
また、川の浄化について計画はあるのか。

総務市民委員会

霞ヶ浦、および河川の水質浄化は、重要なことであることから、今後も議会
として国や県に対して要望を行っていきたいと考えております。また、ゴミ
のポイ捨て等については、環境美化の観点から、さわやか環境条例を制定し
ていることにより今後も注視するとともに、市民の皆さまとの協働による環
境美化活動をはじめ、さまざまな取り組みを行ってまいります。

11 消防長の人事について
消防長は、なぜ、本庁の事務職員が就任
するのか。隊員の中には、「いつかは」と
いう気持ちがあるのではないか。

総務市民委員会
人事については、市長の専権事項であるが、市民の安心・安全を守るための
重要な消防組織でもあることから、今後も議会として効率性、公平性等を引
続きチェックしてまいります。

12 受動喫煙について 喫煙、受動喫煙による疾病医療費の視点
を充分踏まえてほしい。 文教厚生委員会

受動喫煙防止について、現在、国で進めておりますが、文教厚生委員会にお
いても、土浦市としてできることがないか調査・研究をしているところです。
医療費の削減になることも期待しています。

13 サッカー場について
サッカー場を芝生化し、きれいにしてほ
しい。雨の日でも試合をするので、シャ
ワー室を設置してはどうか。

文教厚生委員会

現在、市内にサッカー専用のグランドは設置されておりません。霞ヶ浦総合
公園、新治運動公園、南部地区運動広場などの多目的広場を利用し、サッカー
をされている方が多いようです。きれいな芝生でサッカーができるのは理想
的ですので、今後、設置費や管理費などについて調査してまいります。また、
シャワー室につきましては、霞ヶ浦文化体育会館「水郷体育館」内、新治運
動公園管理棟内に設置してございます。有料となる場合もございますので、
ご利用の際にはご確認をお願いします。

14 小中一貫教育について 小中一貫教育の利点が、確実に子供の成
長の糧になると期待している。 文教厚生委員会

新治学園義務教育学校が本市初の施設一体型の小中一貫校としてスタートい
たしました。今後は、分離型の小中一貫校につきましても、小中一貫教育の
利点が、子供たちの成長の糧になるよう、さらなる研究をしてまいります。

15 土浦の街づくりについて

若い方がウキウキするような店づくり、
街づくりをしてほしい。４０年前のよう
な駅周辺の楽しいウキウキした街を期待
している。

産業建設委員会

これまでも委員会において、執行部とまちの活性化等に関する協議を行って
参りましたが、今後も来街者が土浦市へ来て良かった、また、市内に住んで
いる方が土浦市に住んで良かったと思えるような街づくりのために、引き続
き、委員会において協議していきたいと考えております。

16 産業建設委員会報告のf-Biz について

実績について、「延べ件数」ではなく「実
件数」でないとどれくらいの事業所が利
用したか分からないのでは。

産業建設委員会

市民からのご意見のありました、実際の事業所（会社）の実件数について、
富士市産業支援センター f-Biz では、事業所（会社）についての実件数につ
いては、公表していないということでしたので、今回ご報告させていただい
た通りとさせていただきたいと思います。また、行政視察で調査したことに
ついては、今後の市政発展に役立てて参りたいと考えております。

17 議会について 議会としての独自性について 総務市民委員会 二元代表制において、議会としてもより良い土浦市をつくるため、市民の方
の声に耳を傾け、執行部に対して政策提案などを積極的に行ってまいります。

１．性別
二中地区公民館 六中地区公民館 合計

男性 8 22 30
女性 1 6 7
未記入 0 1 1
合計 9 29 38

２．年齢
二中地区公民館 六中地区公民館 合計

～２０代 0 0 0
３０～４０代 2 2 4
５０～６０代 4 15 19
７０代～ 3 11 14
未記入 0 1 1
合計 9 29 38

３．お住まいの地区
二中地区
公民館

六中地区
公民館 合計

一中地区 1 0 1
二中地区 5 2 7
三中地区 0 1 1
四中地区 2 3 5
五中地区 0 0 0
六中地区 0 21 21
都和地区 0 0 0
新治地区 0 0 0
市外 1 1 2
未記入 0 1 1
合計 9 29 38

４．活動状況の報告について
二中地区
公民館

六中地区
公民館 合計

とてもわかりやすかった 2 4 6

わかりやすかった 3 6 9

ふつう 2 14 16

わかりづらかった 2 2 4

未記入 0 3 3

合計 9 29 38
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委 

員 

長

　福
田

　一
夫

副
委
員
長

　平
石

　勝
司

委

　
　員

　勝
田

　達
也

委

　
　員

　島
岡

　宏
明

委

　
　員

　下
村

　壽
郎

委

　
　員

　小
坂

　
　博

委

　
　員

　栁
澤

　
　明

委

　
　員

　内
田

　卓
男

　【編
集
後
記
】

　
全
国
で
連
日
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
新
聞
に
は

「
猛
暑
」
「
酷
暑
」
の
文
字

が
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
暑
さ
の
来
る
前
に

は
、
西
日
本
の
各
地
に
豪
雨

が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
早
急
な
復
旧
、
復

興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
土
浦
市
は
、
毎
年
初
夏
の

頃
、
水
防
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
年
も
、
佐
野
子
の

桜
川
左
岸
で
、
堤
防
の
決
壊

を
防
ぐ
工
法
も
実
践
し
て
い

ま
す
。

　
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
、

自
治
体
に
と
っ
て
、
最
重
要

の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ご
自
愛
を
。

（
委
員
長
　
福
田
　
一
夫
）

広報広聴委員会

平成３０年第３回定例会日程
日
8/24
25
26
27
28
29
 30
 31
9/1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

曜
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

開議時間

午前10時

午前10時
午前10時
午前10時

午前10時

議会運営委員会・招集告示

一般質問通告開始
一般質問通告締め切り

請願・陳情受付締め切り

本会議（招集日）

休　会

本会議（一般質問）
議案質疑通告締め切り
本会議（一般質問）
本会議 (一般質問・議案質疑)

休会（常任委員会）
討論通告締め切り（委員会終了日の翌日）

本会議（最終日）

《
議
会
内
人
事
》

　
文
教
厚
生
委
員
会
の
副
委

員
長
及
び
広
報
広
聴
委
員
会

の
委
員
長
、
委
員
の
一
部
が

変
わ
り
ま
し
た
。

◇
文
教
厚
生
委
員
会

委 

員 

長
　
栁
澤
　
　
明

副
委
員
長
　
下
村
　
壽
郎

委
　
　
員
　
井
上
　
圭
一

委
　
　
員
　
塚
原
　
圭
二

委
　
　
員
　
鈴
木
　
一
彦

委
　
　
員
　
荒
井
　
　
武

委
　
　
員
　
福
田
　
一
夫

委
　
　
員
　
折
本
　
　
明

委
　
　
員
　
松
本
　
茂
男

◇
広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長
　
福
田
　
一
夫

副
委
員
長
　
平
石
　
勝
司

委
　
　
員
　
勝
田
　
達
也

委
　
　
員
　
島
岡
　
宏
明

委
　
　
員
　
下
村
　
壽
郎

委
　
　
員
　
小
坂
　
　
博

委
　
　
員
　
栁
澤
　
　
明

委
　
　
員
　
内
田
　
卓
男

常 任 委 員 会 審 査 報 告 議会に上程された議案は、まず本会議で提案説明がなされ、質疑が行われます。質疑が終結
した後、議案は所管に応じて各常任委員会で専門的かつ詳細な審査に付されます。
土浦市では３つの常任委員会で専門的な審査を行っています。一部を抜粋して紹介します。

総
務
市
民
委
員
会

議
案
第
57
号
　

平
成
30
年
度

土
浦
市一般
会
計
補
正
予
算
　

継
続
費
補
正
　
衛
生
費

（
土
浦
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
）

（
問
）
計
画
処
理
量
の
算
出
根
拠

は
。
ま
た
、
新
施
設
の
稼
動
す
る

33
年
度
以
降
の
処
理
量
の
予
測
は

し
て
い
る
か
。

（
答
）
計
画
処
理
量
の
算
出
根
拠

は
、
石
岡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処

理
し
て
い
る
新
治
地
区
分
を
含
む
、

全
市
の
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
、

さ
ら
に
一
部
の
農
業
集
落
排
水
施

設
の
濃
縮
汚
泥
の
33
年
度
予
測
量

に
年
間
の
変
動
率
を
乗
じ
て
算
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
予
測

に
つ
き
ま
し
て
は
、
44
年
度
で
、

し
尿
４
割
減
、
浄
化
槽
汚
泥
１
割

減
、
合
わ
せ
て
２
割
減
で
、
さ
ら

に
浄
化
槽
汚
泥
の
比
率
が
高
ま
る

見
込
み
で
す
。

議
案
第
60
号
　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
常
備
消
防
用
災
害
対
応
特
殊
救

急
自
動
車
）

（
問
）
特
殊
救
急
自
動
車
の
購
入

目
的
、
車
両
の
概
要
は
。
ま
た
、

配
置
は
ど
こ
に
る
の
か
。

（
答
）
現
在
の
車
両
は
、
平
成
19

年
度
に
配
備
さ
れ
た
も
の
で
、
21

万
キ
ロ
を
走
行
し
、
老
朽
化
な
ど

に
よ
る
性
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
買
い
替
え
る
こ
と
に
よ
り

消
防
力
の
維
持
向
上
を
図
る
も
の

で
す
。
車
両
の
概
要
は
、
排
気
量

が
２
千
500 

ｃｃ
、
四
輪
駆
動
方
式
の

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
乗
車
人
員
は

８
名
。
装
備
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
、
心
電

計
、
心
電
図
転
送
装
置
、
酸
素

吸
入
装
置
等
が
あ
り
ま
す
。
配
置

場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
分
署

に
配
備
さ
れ
る
予
定
と
な
って
い
ま

す
。
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
へ

の
登
録
車
両
と
し
て
、
他
市
町
村

で
災
害
が
起
き
た
場
合
に
は
派
遣

さ
れ
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

議
案
第
53
号
　

土
浦
市
つ
く
し
の
家
条
例
の一部

改
正
に
つ
い
て

（
問
）
土
浦
市
つ
く
し
の
家
が
実

施
す
る
自
立
訓
練
及
び
就
労
移

行
支
援
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

者
が
い
な
い
場
合
に
は
事
業
を
休

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
改

正
で
あ
る
が
、
今
の
利
用
者
は
何

人
か
。

（
答
）
４
つ
事
業
が
あ
り
、
そ
の
利

用
者
は
、自
立
訓
練（
生
活
訓
練
）、

就
労
移
行
支
援
は
０
人
、
生
活
介

護
が
13
人
、
就
労
継
続
支
援
が
46

人
で
す
。

（
問
）
こ
の
よ
う
な
改
正
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
、

民
間
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
と
い
う
解
釈
で
よ
ろ

し
い
か
。

（
答
）
今
回
の
改
正
は
、
利
用
実

態
に
合
わ
せ
た
改
正
で
、
休
止
し

よ
う
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
、
民
間
の
事
業
所
を
利

用
す
る
方
が
多
く
、
つ
く
し
の
家

の
利
用
者
が
減
って
き
て
い
ま
す
。

議
案
第
54
号 

土
浦
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

（
問
）
小
児
マ
ル
福
に
お
け
る
入

院
に
係
る
対
象
者
を
中
学
校
３
年

生
か
ら
高
校
３
年
生
に
改
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
対
象
年
齢
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
を
。

（
答
）
今
回
の
改
正
は
、
入
院
に

係
る
対
象
年
齢
を
高
校
３
年
生
相

当
に
拡
大
す
る
も
の
で
、
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
に
あ
る
者
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

産
業
建
設
委
員
会

議
案
第
55
号
　

土
浦
市
建
築
基
準
条
例
及
び
土

浦
市
手
数
料
条
例
の一部
改
正
に

つ
い
て

（
問
）
条
例
中
に
新
た
に
加
わ
る

「
田
園
住
居
地
域
」
と
は
ど
の
よ

う
な
地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
施
設

が
建
築
さ
れ
る
の
か
。

（
答
）
田
園
住
居
地
域
は
、
住
宅

と
農
地
が
調
和
し
て
良
好
な
居
住

環
境
と
営
農
環
境
を
形
成
し
て
い

る
地
域
を
、
あ
る
べ
き
市
街
地
像

と
し
て
都
市
計
画
に
位
置
付
け
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
用
途
地
域
で

す
。

　
こ
の
地
域
に
は
低
層
住
宅
と
農

業
の
利
便
増
進
の
た
め
に
必
要
な

店
舗
や
農
業
用
施
設
が
建
築
さ
れ

る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
用
途
地
域
の
指
定
に
つい
て

は
、
今
後
の
定
期
見
直
し
の
際
に
、

土
地
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
市
決

定
の
都
市
計
画
と
し
て
検
討
さ
れ

ま
す
が
、
現
在
、
本
市
で
は
田
園

住
居
地
域
の
指
定
は
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

※
今
回
の
「
議
案
第
55
号 

土
浦

市
建
築
基
準
条
例
及
び
土
浦
市
手

数
料
条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
」

は
、
都
市
緑
地
法
等
の一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
29
年
５
月
12

日
に
公
布
さ
れ
、
建
築
基
準
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
新
た
な
用
途

地
域
「
田
園
住
居
地
域
」
が
創
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
合
わ
せ
て
、
土
浦

市
建
築
基
準
条
例
第
57
条
の
表
中

に
「
田
園
住
居
地
域
」
の
文
言
等

を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

議会見に
来てね！

＜議会を傍聴しませんか！！＞

　市議会本会議はどなたでも傍聴することができます。
傍聴の際は、受付（庁舎４階傍聴席入口）で、住所・氏
名を記入して入場してください。ぜひご来場ください。

【市民のみなさまからのご意見募集！】
　議会だよりの作成や議会の運営についてなど、ご意見を募
集いたします。下記までお寄せください。
　例：議会だよりを○○○して見やすくしてほしい。
　　　議会を夜間や休日に開催してはどうか。など
〒300-8686　土浦市大和町９番１号
土浦市議会事務局　FAX：029-826-3379
メールの場合は、土浦市議会ホームページの「お問い合わせ」
の中の「お問い合わせフォーム」から送信をお願いします。


